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学位論文審査の要旨 

 

博士の専攻分野の名称：博士（文学） 氏名：泉 瞳 

 

主査 教授   野村 益寛 

審査委員  副査 准教授 菅井 健太 

副査 教授   瀬名波 栄潤 

    

学位論文題名 

定型表現の反復が促す英語習得プロセス― 使用基盤モデルの観点から ― 

 

・当該研究領域における本論文の研究成果 

第二言語習得研究はデータの収集方法に関して観察型と実験型に大別できるが、観察型は第二言

語が話されている環境で（移民や親の都合などでその国にやってきた）子どもがどのように当該の

第二言語を習得するかを観察・記述したものが多く、（日本における英語のように）第二言語が外

国語である環境において、教室での第二言語指導によってどのように子どもが当該の第二言語を身

につけていくかを長期にわたって観察・記述した研究は少ない。その意味で、コロナ禍によって当

初の計画よりは観察期間が短くなってしまったとはいえ、本論文には学習を始めたばかりの小１児

童の８ヶ月にわたる詳細な観察記録を含め、多くの克明な経時的記述がなされており、貴重な研究

となっている。また、B.B.メソッドという民間の一部で長らく実践されてきたものの、学術研究の

対象となってこなかった指導法に焦点をあて、その教室での指導のあり方を綿密に記録した点でも

資料的価値が高い。 

しかし、本論文の最大の貢献は、文法を明示的に教えずとも、限られた数の定型表現を繰り返し

使用する活動を中心とした授業が、小学生が基礎的文法知識を習得する上で有効であることを詳細

な授業観察記録をもとに実証的に示した点にある。これは本論文第８章で論述されたように、日本

の小学校英語教育の今後に対して有意義な示唆を与えるものである。さらに、母語習得の場合と異

なり、インプットが指導者によってコントロールされているとはいえ、学習者が最初は英文をひと

かたまりの音声と意味の結びつきとして覚え、それを徐々に主語―述語、動詞―目的語のように分

節して理解していき、文法知識を習得するという点で母語習得と類似した経路を辿ることを示すこ

とによって、使用基盤モデルが母語習得だけでなく、第二言語習得においても妥当し得ることを示

しており、言語学的な意義も大きいと言える。 

なお、本論文の一部は、日本英文学会北海道支部、英語教育ユニバーサルデザイン研究学会、小

学校英語教育学会における口頭発表のほか、「北海道大学大学院文学院研究論集」、「日本児童英

語教育学会研究紀要」（査読付）に論文として発表されており、一定の評価を得ている。 

 

・学位授与に関する委員会の所見 

上述のように本論文は多くの知見を示す労作であるが、審査委員会において、定型表現を繰り返

し使用させる B.B.メソッドのような指導法には長所だけでなく短所もないのか、観察対象となっ
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た児童のパフォーマンスには英語教室の成果だけでなく、小学校での外国語活動の授業の影響も見

られないのか等の問題点が指摘された。しかし、これらの点は本論文の意義を損なうものではなく、

論文提出者は口頭試問においてこうした問題があることを十分理解していたことから、今後の研究

によって克服できるものと判断される。 

以上の評価を踏まえ、審査委員会として全員一致して、泉瞳氏に博士（文学）の学位を授与する

のが妥当であるとの結論に達した。 


